
 

公開シンポジウム 

「福島環境回復における安心、安全を支える科学を考える」 

プログラム 

 

１０：００−１０：０５ 開 会 の 挨 拶 

 三浦 幸俊 （日本原子力研究開発機構 理事） 

１０：０５−１０：３５  福島の環境回復への取組み    

 宮原 要   （日本原子力研究開発機構 福島環境安全センター副センター長） 

１０：３５−１１：０５  放射能・放射線と健康リスク 

   山下 俊一 （長崎大学 理事・副学長） 

１１：０５−１１：３５  除染概要や国の政策の現状について  

 大迫 政浩 （国立環境研究所 資源循環・廃物研究センター長） 

１１：３５−１２：１５ 土壌（粘土）に対する Cs吸脱着機構とその応用及び Cs減容 

   化プロジェクトの概要説明     

 矢板 毅 （日本原子力研究開発機構 放射光エネルギー材料研究ディビジョン長） 

 

１２：１５−１３：００   昼     食  （４５分） 

１３：００-１４：２０ ポ ス タ ー 発 表  （８０分） 

 

１４：３０−１５：００ 廃棄物減容化に関する現状と将来 

     万福 裕造（国際農林水産業研究センター 企画調整部技術促進科長) 

１５：００−１５：３０ 土の利用と環境安全評価について   

    勝見 武（京都大学大学院教授） 

 

１５：３０-１５：４５ 休      憩  (１５分) 

 

１５：４５−１６：１５ 農地除染と移行低減対策４年の月日で見えてきたこと   

 信濃 卓郎（農業・食品産業技術総合研究機構 東北農業研究センター、 

   農業放射線センター長） 

１６：１５−１７：２５ まとめ／総合討論    

       佐藤 努（北海道大学大学院工学研究院教授）・  

        矢板 毅（日本原子力研究開発機構） 

１７：２５−１７：３０  閉 会 の 挨 拶    

    室町 英治（物質・材料研究機構 理事） 
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